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内容の要旨及び審査の結果の要旨
近年，重症感染症や手術侵襲後には蛋白異化が冗進し，分岐鎖アミノ酸（branchedchainaminoacids，BCAA）
の投与はその異化を抑制し，術後早期からBOAAを用いた完全静脈栄養（totalparenteralnutrition，TPN）を実
施することで術後の窒素平衡を早期に正に転ずることが可能であり，また，ＢCAAの中でもロイシンOeucine,LFU）
は最も強い蛋白の崩壊抑制効果と合成促進効果を有することが明らかにされてきたが，侵襲時のBCAAの代謝，とく
に，ＬＥＵの投与量と体内動態には未だ不明な点が多い。そこで，ラットを用いて実験的に腹膜炎モデルを作成し，
重症感染時の輸液組成の相違による血中のBCAA濃度と尿中への排泄量の相違を検討し，さらに3Ｈロイシン(aH
leucine，３H-LEU）を静脈内に投与した後の血清を高速液体クロマトグラフィーで溶出し，そのLEUのフラクション
の放射活性を測定し経静脈的に投与された3H-LEUを血中および尿中に追跡することにより，非腹膜炎群と腹膜炎群
におけるLEUの代謝の相違を検討した。
得られた結論は次のように要約される。
１）腹膜炎群では血中BCAA濃度の有意な低下が認められ，低下した血中BCAA濃度は20％アミノ酸（BCAAを21.2％
含有）と15％糖液によるTPNにより正常値に是正された。
２）尿中BCAA排泄量はアミノ酸を投与した腹膜炎群で最も増加していたが，排泄量は投与BCAA総量の１％未満で
あった。
３）非腹膜炎群では酸性液相のフラクションに3Ｈの集積を認めなかったのに対し，腹膜炎群では酸性液相のフラク
ションに大きなａＨの集積を認め，血中LEUからのケトン体生成が著明であった。
４）腹膜炎群での3H-LEUの血中消失速度は非腹膜炎群より速く，また半減期は非腹膜炎群より短縮し，腹膜炎群で
のLEUのエネルギー基質としての消費は非腹膜炎群の約4.8倍であった。
以上より，重症感染時にはBCAＡとくにLEUの代謝が冗進し，生理的状態で要する４～５倍のLBUがエネルギー
基質として消費されることが示された。
本研究は，未解決であった重症感染時と生理的状態でのBOAA，とくに，ＬＥＵの代謝の相違を明らかにし，かつア
ミノ酸輸液の組成に関する重要な知見を提供したものであり，外科代謝栄養学上価値ある労作と評価された。
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